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長野県環境影響評価技術委員会の意見 

（上田地域広域連合資源循環型施設整備事業に係る計画段階環境配慮書） 

 

［全般、事業計画］ 

１ 事業実施想定区域及びその周辺が浸水想定区域に指定されていることから、大雨に

よる浸水等の自然災害に十分に配慮した施設となるよう検討すること。また、環境影

響評価方法書（以下「方法書」という。）において、その検討の経緯及び内容を丁寧に

記載すること。 

 

２ ごみ収集車両等の走行ルート及び通行台数の設定に当たっては、車両の集中の回避

に努めるなど、周辺環境に配慮したものとなるよう検討すること。 

 

［水象、地盤沈下］ 

３ 掘削、既存施設の地下構造物の撤去等に伴い地下水への影響が懸念されることから、

方法書において、地下水を環境要素として選定し、具体的な事業計画及び既存施設に

おける地下水の利用状況を踏まえて、適切な調査、予測及び評価の手法を検討するこ

と。また、地下水への影響や地盤の状況から、地盤沈下のおそれがある場合は、地盤

沈下を環境要素として選定すること。 

 

［植物、動物、生態系］ 

４ 事業実施想定区域は千曲川沿いに位置し、北側には北陸新幹線の高架が存在するこ

とから、河川敷に生息又は生育する可能性がある希少動植物や人工構造物を利用して

いる可能性がある希少種について、方法書以降の手続において必要な調査を行い、環

境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法を適切に選定すること。 

 

［景観］ 

５ 景観に係る調査、予測及び評価の地点について、煙突の高さ等の施設の構造及び配

置を踏まえて主要な視点場等を調査し、適切に選定すること。 

 

６ 新施設は、近景において圧迫感を受ける建物となるおそれがあることから、周辺環

境に十分配慮した建物の高さ、デザイン等となるよう検討し、それを踏まえて、適切

に調査、予測及び評価を行うこと。 

 


